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 公表前における発注予定に関する情報聴
取
 公表前における入札参加者に関する情報
聴取
 その他の特定の者への便宜又は利益若し
くは不利益の誘導につながるおそれのある
依頼又は情報聴取

 詳細は、入札説明書による。
６ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Uchida Yukio, Director

General of Tohoku Regional Agricultural

Administration Office

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Manufac‑

turing and installation works on pump

equipment of Nakaku pump station, Ka‑

nanniki agricultural irrigation and drain‑

age project

 Time limit for the submission of applica‑

tion forms : 11 : 30 A.M., 2 September, 2020

 Time limit for the submission of tenders

and relevant documents for the qualifica‑

tion : 11 : 30 A.M., 8 October, 2020

 Contact point for tender documentation :

Imaizumi Hirokazu Contract Section, Ac‑

counting Division, Administration Depart‑

ment, Tohoku Regional Agricultural Ad‑

ministration Office, 331 Honcho Aoba‑
ku Sendai city Miyagi Prefecture 980
0014, Japan. TEL 0222631111 ex. 4032

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
申請等の受付は、土曜日、日曜日及び祝日等（行
政機関の休日に関する法律第１条に規定する行政
機関の休日）を除く、午前９時から午後６時（電
子入札の場合）。又は、午前９時15分から午後６
時（紙入札の場合（下記４の担当部局の受付時
間））とする。ただし、申請期限等の最終日の受付
時間は、電子・紙入札ともに別表１のとおりとす
る。
令和２年８月 18 日

支出負担行為担当官
東北地方整備局長 梅野 修一

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 04
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名 雄物川下流新波川排水樋門工事
（電子入札対象案件及び電子契約対象案件）
 工事場所 秋田県秋田市雄和繋 地内
 工事内容 樋門本体工 １式、コンクリー
ト（管渠工・翼壁工） Ｖ＝11260、掘削
工 Ｖ＝ 79900 、地盤改良工 Ｖ＝
14800、仮設工 １式
 工期 契約締結日の翌日から令和５年１月
31日まで
 使用する主要な資機材 コンクリート 約
11260、鉄筋 約860ｔ、鋼矢板Ⅱｗ（20
ｍ～105ｍ） 724枚
 工事実施形態 本工事における工事実施形
態は下記のとおりとする。
 本工事は、一次審査の審査評価点の合計
が上位の者（以下「通常選抜者」という。）
及び非選抜者のうち選抜回数の少ない者
（以下「追加選抜者」という。）以外の競争
参加者による入札は無効とする段階的選抜
方式の適用工事である。なお、競争参加資
格者の資料作成及び発注者の技術審査に係
る負担軽減を図るため、一次審査は競争参
加資格確認資料（簡易技術資料）（以下「確
認資料（簡易）」という。）をもって評価し、
通常選抜者及び追加選抜者（以下「一次審
査選抜者」という。）に対し競争参加資格確
認資料（詳細技術資料）（以下「確認資料（詳
細）」という。）の提出を求める簡易確認型に
よる試行工事である。
 本工事は、総価契約単価合意方式の対象
工事である。
 本工事は、価格以外の要素と価格を総合
的に評価して落札者を決定する総合評価落
札方式（技術提案評価型（Ｓ型））の適用工
事である。
 本工事は、建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律に基づき、分別解体等及
び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施
が義務付けられた工事である。
 本工事は、契約締結後に施工方法等の提
案を受け付ける契約後ＶＥ方式の試行工事
である。

 本工事は、現場経験の少ない技術者の技
術力向上を図るため、主任技術者又は監理
技術者を専任で補助する技術者（以下「専
任補助者」という。）を配置することができ
る試行工事である。
 本工事は、「表層目視判定」、「コンクリー
ト施工状況把握チェックシート」を実施す
るコンクリート構造物品質確保対策の試行
工事である（なお、本工事で適用する検査
基準については、従来どおり共通仕様書に
基づくものである。）。
 本工事は、契約締結後、労働者確保に要
する方策に変更が生じ、土木工事標準積算
基準書の金額相当では適正な工事の実施が
困難になった場合は、実績変更対象費の支
出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計
変更する試行工事である。
 本工事は、地域外（遠隔地）からの建設
資材等の調達に係る費用について、支払実
績により設計変更を実施する試行工事であ
る。
 本工事は、受注者の円滑な施工体制の確
保を図るため、事前に建設資材、労働者確
保等の準備を行うことができる余裕期間を
設定した工事である。
余裕期間：契約締結日の翌日から令和３年
２月３日まで なお、低入札価格調査等
により、工事の始期以降に契約締結と
なった場合には、余裕期間は適用しない。

 本工事において主任技術者を配置する場
合、密接な関係のある二以上の工事を同一
の建設業者が近接した場所（相互の間隔が
10㎞程度）において施工するものについて
は、同一の専任の主任技術者がこれらの工
事を管理することができるものとする。
 本工事は、土木工事標準積算基準書に定
める局特別調査（臨時調査）及び見積徴収
結果に基づく、資材単価及び歩掛について
当該情報の提供を行う試行工事である。
ただし、提供を行う資材単価は、当該工
事における主たる資材とし、質問回答期限
内にとりまとまっているものに限る。
 本工事は、見積書の提出を求め、予定価
格作成の為の参考とする工事である。見積
採用にあたっては、見積（歩掛・材料単価・

機械経費（賃料等）等）を採用することと
し、労務単価については、公共工事設計労
務単価を採用する。また、採用した見積（歩
掛・材料単価・機械経費（賃料等）等）に
ついては、技術提案等の採否の通知をした
日に電子入札システムにより配布を行う。
 本工事は、国土交通省が提唱するi-Con‑
structionに基づき、ＩＣＴの全面的活用
を図るため、起工測量、設計図書の照査、
施工、出来形管理、検査及び工事完成図や
施工管理の記録及び関係書類について３次
元データを活用するＩＣＴ活用工事（土工）
である。
 本工事は、国土交通省が提唱するi-Con‑
structionの取り組みにおいて、ＢＩＭ／
Ｃ Ｉ Ｍ （Building ／ Construction In‑
formation Modeling／Management）を
導入することにより、ＩＣＴの全面的活用
を推進し、ＢＩＭ／ＣＩＭモデルの活用に
よる建設生産・管理システム全体の課題解
決および業務効率化を図ることを目的とし
て実施するＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事（発注
者指定型）である。
 本工事は、週休２日を推進するため、４
週８休以上の現場閉所を実施する試行工事
である。
 本工事は、建設キャリアアップシステム
活用推奨モデル工事の試行対象工事であ
る。
 本工事は、国土交通省が提唱するi-Con‑
structionに基づき、新技術を活用する工
事である。

 本工事は、資料の提出、入札等を電子入札
システムで行う対象工事である。なお、電子
入札システムによりがたい者は、支出負担行
為担当官の承諾を得て紙入札方式に代えるこ
とができるものとする。
 本工事は、契約手続きに係る書類の授受を、
原則として電子契約システムで行う対象工事
である。なお、電子契約システムによりがた
い場合は、支出負担行為担当官の承諾を得て
紙契約方式に代えることができるものとす
る。





		2020-08-17T14:51:06+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




